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国
道
３
８
３
号
線
迎
紐
差
地
区
な
ど
急

カ
ー
ブ
地
区
が
数
か
所
存
在
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
交
通
危
険
区
域
の
早
期
着
手
要
望

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

建
設
部
長　

県
管
理
の
た
め
地
区
か
ら
の
要

望
を
受
け
県
に
進
達
し
て
い
る
。

　
　

国
県
道
は
、
市
民
も
使
用
す
る
道
で
あ

る
。
長
期
計
画
が
あ
っ
て
部
分
改
良
が
行
な

わ
れ
て
き
た
と
考
え
る
が
、
志
々
伎
の
起
点

か
ら
平
戸
の
終
点
ま
で
の
完
成
見
込
み
を
ど

う
考
え
る
か
。

建
設
部
長　

県
管
理
の
た
め
回
答
で
き
な
い
。

　
　

先
月
11
月
１
日
に
国
土
交
通
省
が
法
案

の
一
部
を
改
正
し
「
二
地
域
居
住
」
を
促
進

す
る
方
針
を
示
し
た
が
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

財
務
部
長　

国
が
作
成
し
た
地
方
公
共
団
体

向
け
二
地
域
居
住
等
施
策
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
、「
主
な
生
活
拠
点
と
は
別
の
特
定
の
地

域
に
生
活
拠
点
を
設
け
る
暮
ら
し
方
」で
、

３
拠
点
以
上
の
居
住
形
態
と
な
る
も
の
も
含

め
た
二
地
域
居
住
等
を
推
進
し
て
い
く
制
度
。

　
　

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
拠
点
を
持

つ
こ
と
な
ど
地
方
の
人
口
増
加
の
対
策
に
向

け
た
「
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
法
」

の
方
針
は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

財
務
部
長　

二
地
域
等
居
住
者
向
け
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
、
市
町
村

の
実
情
を
踏
ま
え
た
居
住
環
境
整
備
の
取
り

組
み
に
対
す
る
制
度
的
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
、
二
地
域
居
住
等
の
促
進
を
盛
り

込
み
、
法
律
を
一
部
改
正
し
公
布
・
施
行
さ

れ
た
制
度
。

　
　

商
工
物
産
課
の
取
り
組
み
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

二
地
域
居
住
を
目
的

と
し
た
取
り
組
み
は
な
い
が
、
平
戸
市
オ
フ

ィ
ス
開
設
支
援
事
業
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
系
企

業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

指
定
学
校
制
度
が
根
本
に
あ
る
が
、

体
験
的
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
受
け

入
れ
は
十
分
可
能
。

建
設
部
長　

空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
を

指
定
す
る
こ
と
で
、
二
地
域
居
住
を
目
的
と

し
た
空
き
家
利
活
用
希
望
者
に
対
し
、
住
ま

い
や
拠
点
確
保
の
面
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
支
援
が
可
能
。

　
　

前
回
の
一
般
質
問
で
は
公
有
財
産
の
施

設
を
活
用
し
た
オ
フ
ィ
ス
系
企
業
の
誘
致
に

対
し
後
ろ
向
き
だ
っ
た
が
、
今
後
二
地
域
居

住
の
推
進
を
ど
う
考
え
る
か
。

財
務
部
長　

各
課
で
現
在
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
が
二
地
域
居
住
の
取
り
組
み
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
う
。
交
流
人
口
の
拡
大
や

滞
在
し
た
二
地
域
居
住
者
が
本
市
に
移
住
す

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
考
え
る
。
関

係
各
課
と
も
協
議
し
検
討
す
る
。
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令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け

て
雨
が
降
り
続
き
、
高
越
町
の
山
頂
部
付
近

か
ら
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
、
県
道
平
戸
田
平

線
が
崩
壊
し
て
道
路
が
全
面
通
行
止
め
と
な

っ
た
。
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
も
含
め
て

ど
う
い
っ
た
対
応
を
取
る
の
か
。

市
長　

本
県
道
は
、
生
月
地
区
や
平
戸
島
北

部
と
中
部
地
区
を
つ
な
ぐ
西
海
岸
の
幹
線
道

路
で
、
路
線
バ
ス
の
運
行
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
高
越
地
区
住
民
の

生
活
、
営
農
の
た
め
の
基
幹
道
路
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
日
で
も
早
く
迅
速
に
災
害
復

旧
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
と

連
携
し
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　

生
活
道
路
で
あ
り
、
通
勤
、
通
学
道
路

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
、
支
援
を
す

る
の
か
。ま
た
、今
後
災
害
も
懸
念
さ
れ
る
が
、

市
と
地
元
と
の
一
定
の
ル
ー
ル
作
り
が
必
要

と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

効
率
的
な
運
行
と
な
る
よ
う
路

線
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
市
ふ
れ
あ
い
バ

ス
を
連
携
さ
せ
、
11
月
18
日
か
ら
新
た
な
体

制
で
運
行
さ
せ
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長　

災
害
復
旧
事
業
に
申
請
予

定
で
あ
り
、
今
月
中
に
国
の
査
定
を
受
け
る

予
定
で
あ
る
。
災
害
復
旧
事
業
に
該
当
し
な

い
地
元
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
て
い
る
用
水
路

の
災
害
箇
所
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
農
業
農

村
整
備
事
業
で
対
応
の
予
定
。

　
　
　

地
元
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
生
活

に
関
わ
る
問
題
な
の
で
、
地
元
に
寄
り
添
っ

た
行
政
の
対
応
、
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が

ら
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
の
対
応
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

市
民
生
活
に
関
わ
る
衛
生
環
境
（
し
尿

処
理
、
ご
み
収
集
業
務
）
の
現
状
と
問
題
・

課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

市
民
生
活
部
長　

ご
み
の
搬
入
量
、
し
尿
の

搬
入
量
と
も
に
人
口
減
少
に
伴
い
今
後
減
少

し
て
い
く
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　

暑
い
と
き
や
寒
い
と
き
、
雨
の
日
も
風

の
日
も
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

中
で
、
私
た
ち
の
衛
生
環
境
は
守
ら
れ
て
い

る
。
近
年
、
人
手
不
足
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
中
で
、
人
材
確
保
、
車
両
の
更
新
な
ど

の
支
援
は
、
安
定
し
た
事
業
の
継
続
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
民
生
活
部
長　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
上
、

市
町
村
の
責
務
で
あ
る
。
収
集
、
運
搬
業
務

を
担
う
事
業
者
等
と
の
協
議
の
上
、
安
定
し

た
一
般
廃
棄
物
処
理
体
制
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

●
県
道
平
戸
田
平
線
の
大
規
模
災
害
に
つ
い
て

●
市
民
生
活
に
関
わ
る
衛
生
環
境
の
現
状
と

　
こ
れ
か
ら
の
問
題
課
題
に
つ
い
て

各議員の二次元コードから一般質問の録画放送をご覧いただけます。

●
道
路
の
安
全
対
策
と
維
持
管
理
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

●
二
地
域
居
住
に
つ
い
て

大
村
　
謙
吾
（
新
時
代
）

松
尾
　
実
（
政
和
会
）

12月定例会12月定例会12月定例会 一般質問一般質問一般質問
文責はいずれも本人です。

QQ

意
見

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
定
住
人
口
対
策
に
つ
い
て

●
妊
婦
の
宿
泊
費
・
交
通
費
に
つ
い
て

●
新
規
就
農
者
の
現
状
お
よ
び
地
域
計
画
に
つ
い
て

吉
福
　
弘
実
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

　
　

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
は
三
大
イ
ン
フ
ラ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の
水
道
管
の
延
長

は
７
０
４
㎞
あ
る
が
、
更
新
費
用
、
維
持
管

理
費
お
よ
び
漏
水
事
故
の
現
状
は
。

水
道
局
長　

給
水
人
口
が
年
間
５
〜
６
０
０

人
程
度
減
少
し
て
い
る
。
老
朽
化
も
進
み
資

材
の
高
騰
も
あ
り
、
今
後
10
年
で
50
億
円
が

必
要
と
な
る
。
漏
水
事
故
も
令
和
５
年
80
件
、

有
収
率
も
78
％
と
低
下
し
て
い
る
。

　
　

耐
用
年
数
を
超
え
た
管
、
ま
た
老
朽
化

し
た
管
の
更
新
状
況
は
。

水
道
局
長　

管
路
更
新
は
過
去
３
年
で
年
平

均
３
・
５
㎞
。
財
源
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

か
ら
更
新
率
が
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

建
設
課
の
イ
ン
フ
ラ
、道
路
９
１
３
㎞
、

橋
り
ょ
う
２
８
６
か
所
、
ト
ン
ネ
ル
２
か
所

を
有
す
る
が
、
点
検
、
整
備
の
状
況
は
。

建
設
部
長　

橋
り
ょ
う
や
ト
ン
ネ
ル
は
点
検

基
準
が
法
定
化
さ
れ
、
５
年
に
１
回
目
視
点

検
。
現
在
３
巡
目
の
点
検
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
　

妊
婦
の
健
診
に
関
す
る
交
通
費
、
超
音

波
検
査
料
、
事
前
の
宿
泊
費
な
ど
出
産
に
つ

い
て
個
人
負
担
が
か
か
ら
な
い
施
策
を
。

福
祉
部
長　

出
産
の
折
の
事
前
宿
泊
に
つ
い

て
離
島
以
外
の
方
も
同
様
の
制
度
設
計
を
検
討
中
。

市
長　

出
産
以
前
の
健
診
、
出
産
後
の
ケ
ア

包
括
的
に
妊
婦
を
守
り
、
不
利
益
を
得
な
い

形
で
考
え
て
い
く
。

　
　

令
和
元
年
以
降
38
人
の
就
農
者
が
い
る
。

新
規
就
農
者
へ
の
経
営
指
導
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

市
、
農
協
、
県
で
組
織
す

る
営
農
総
合
指
導
チ
ー
ム
会
で
面
談
、
生
産

技
術
や
経
営
向
上
の
た
め
指
導
を
し
て
い
る
。

ま
た
個
人
ご
と
に
出
荷
販
売
成
績
を
確
認
し

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
代
わ
る
制
度
で
地

域
計
画
を
作
成
中
だ
が
、
座
談
会
で
の
意
見

を
踏
ま
え
今
後
の
活
用
法
は
。

農
林
水
産
部
長　

10
年
度
の
耕
作
者
を
示
し

た
目
標
地
図
を
作
成
し
新
た
な
受
け
皿
と
な

る
耕
作
者
を
探
す
。
こ
の
目
標
地
図
を
活
用

し
効
率
的
な
農
地
利
用
を
目
指
す
。

　
　

人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と
し
て
移
住
定

住
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
移
住
定
住
環
境
整

備
事
業
、
定
住
促
進
対
策
事
業
な
ど
の
事
業

は
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
関

係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

財
務
部
長　

制
度
創
設
か
ら
６
０
０
人
を
超

え
る
移
住
実
績
。
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
検

討
す
る
。
都
市
部
に
拠
点
を
置
き
本
市
で
働

い
て
も
ら
う
。
大
学
と
の
連
携
に
よ
っ
て
学

生
が
行
き
来
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
将
来
的

な
関
係
人
口
拡
大
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

QQQQQQ
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●
本
市
の
が
ん
検
診
事
業
に
つ
い
て

●
平
戸
温
泉
給
湯
セ
ン
タ
ー
で
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ

　
菌
検
出
に
つ
い
て

松
口
　
茂
生
（
平
戸
市
民
ク
ラ
ブ
）

Ｑ　

が
ん
検
診
事
業
の
重
要
性
と
今
後
の
進

め
方
は
。

市
長　

早
期
に
が
ん
を
発
見
・
治
療
す
る
事

が
、
が
ん
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
も

重
要
で
、
多
く
の
市
民
に
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
は
、

い
き
い
き
平
戸
21
（
第
三
次
）
平
戸
市
健
康

づ
く
り
計
画
を
作
成
し
各
種
団
体
・
事
業
所

お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
受
診

勧
奨
・
が
ん
検
診
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
み
た
い
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ひ

ら
ど
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｉ
お
よ
び
平
戸
ア
ネ
モ
ネ

会
と
の
連
携
は
。

市
民
生
活
部
長　

両
団
体
に
よ
る
主
催
事
業

で
の
連
携
に
加
え
、
が
ん
の
経
験
者
の
声
を

多
く
の
市
民
に
聞
い
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
進
め
て
行
く
。

　
　

受
診
率
向
上
に
向
け
て
市
内
で
の
イ
ベ

ン
ト
時
に
検
診
車
の
召
致
お
よ
び
初
め
て
検

診
を
受
け
る
方
等
に
市

内
で
使
え
る
商
品
券
を

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

検
診

車
の
召
致
に
つ
い
て
は

健
康
事
業
団
と
も
協
議

の
上
検
討
し
た
い
。
初

め
て
検
診
を
受
け
る
方
な
ど
に
対
す
る
特
典

は
議
員
提
案
の
内
容
も
参
考
に
今
後
研
究
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

学
校
で
の
が
ん
教
育
に
つ
い
て
、
文
部

科
学
省
の
事
業
で
外
部
講
師
を
活
用
し
た
が

ん
教
育
と
現
代
的
な
健
康
課
題
理
解
増
進
事

業
の
今
後
本
市
で
の
活
用
は
。

教
育
長　

検
診
の
重
要
性
は
十
分
理
解
し
て

い
る
。
各
学
校
の
授
業
時
間
数
の
確
保
で
き

る
範
囲
で
推
進
出
来
る
よ
う
学
校
に
対
し
て

事
業
の
周
知
を
し
て
行
き
た
い
。

　
　

基
準
値
を
超
え
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
検
出

で
の
住
民
へ
の
影
響
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

10
月
７
日
か
ら
25
日

ま
で
の
19
日
間
閉
鎖
し
た
事
の
よ
り
ホ
テ
ル

や
温
泉
配
送
業
者
・
個
人
利
用
者
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
安
定
的
な
温
泉
の
提

供
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
衛
生
管
理
に
努

め
た
い
。

　
　

給
湯
セ
ン
タ
ー
は
開
設
後
24
年
が
経
過

し
て
い
る
。
全
体
的
な
改
修
も
検
討
時
期
だ

と
思
う
。
特
に
菌
が
検
出
さ
れ
た
貯
湯
槽
等

は
早
急
に
改
修
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

早
急
な
取
替
工
事
は

必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
の
実
施
計
画

に
お
い
て
貯
湯
槽
等
の
取
り
替
え
工
事
を
計

上
し
予
算
化
に
て
対
応
す
る
。

QQQQQQ

QQQQQQ
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